
平成２７年２月２日

◎ 人口に関する指標

　１　総人口（10月1日現在）
対前年比０．５６％の減。
　(出生２．２％の増、転入５．０％の増、
　 死亡１．０％の減、転出５．６％の減。)　　　※出典 ： 「福島県の推計人口(福島県現住人口調査)」

対前年比０．４％の増。２年連続のプラス。

　　　※出典 ： 「福島県の推計人口(福島県現住人口調査)」

　東日本大震災（以下「震災」という）により平成２３
年は大きく減少したが、その後は次第に減少幅が緩やか
になっている。直近１年間の動きをみると、対前年比で
出生及び転入は増加、死亡及び転出は減少となってい
る。

経済成長率７．１％。６年ぶりのプラス。

　　　※出典 ： 「福島県県民経済計算」　12月15日確報公表

　平成２４年度の県内総生産は６兆８,０７０億円、経済
成長率は７.１％となった。震災の影響が残るものの、生
産活動で持ち直しの動きが続いたことや、復旧工事が本
格化したことなどから、製造業や建設業で総生産が増加
し、６年ぶりに増加に転じた。

　５　県民所得 対前年度比９．０％の増。２年ぶりのプラス。

　　　※出典 ： 「福島県県民経済計算」

　平成２４年度の県民所得は５兆１,１１８億円となり、
前年度比９.０％増の大幅な伸びとなった。これは、生産
活動の回復に伴い、特に民間法人企業の企業所得が増加
したことによる。その結果、一人あたり県民所得は２４
万９千円増加し、２６０万６千円となった。

転入　：　対前年比４．７％の増。３年連続のプラス。
転出　：　対前年比５．７％の減。３年連続のマイナス。

　　　※出典 ： 「福島県の推計人口(福島県現住人口調査)」

　震災時には、特に年少及び生産年齢女性の転出が大幅
増となり、大きく転出超過となったが、平成２５年まで
にほぼ震災前の水準まで回復した。直近１年間の動きを
みると、生産年齢男性の転入超過の傾向が目立ってい
る。

　本県の出生数は平成１９年以降減少傾向にあり、特に
平成２３年と２４年は震災の影響により大きく減少し
た。平成２５年は７年ぶりに増加に転じ、平成２６年も
前年を上回り、震災前の傾向に戻ってきている。

◎ 経済に関する指標

　４　県内総生産（名目）

NEW!

　２　社会動態
（生産年齢人口及び年少人口の
  前10月1日～現9月30日の動態)

　３　出生数

１０の指標にみる福島県の復興 Ver.8 
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NEW!

　６　製造品出荷額 対前年比４．３％の増。２年連続のプラス。

　　　※出典 ： 「工業統計調査」　ただしＨ２５は速報による。

対前年比０．６％の増。２年ぶりのプラス。
　　　※出典 ： (一社)日本自動車販売協会連合会「統計データ」
　　　　　　　　　  同連合会福島県支部資料

　平成２３年は震災により大きく落ち込んだが、２４年
はエコカー補助金等の政策効果により大きく回復した。
２６年は消費増税前の駆け込み需要があり、その後反動
減も見られたが高い購買意欲に支えられて依然好調に推
移している。車種別では軽乗用車の増加が目立った。

　８　林産物素材生産量

※ 各指標の詳細なデータについては、出典元の各統計（ふくしま統計情報ＢＯＸ等）をご覧ください。

１０の指標にみる福島県の復興　Ver.8

　平成２３年は震災の影響により多くの品目で出荷額が
減少した。その後は、電子部品や情報機器など出荷規模
の大きい分野がやや低調であるものの、飲食料品や輸送
機械等の分野が好調だったことから、全体としては震災
前の９割を超える水準まで回復している。

　10　高校卒業予定者の就職内定率

年度末卒業予定者の１２月末時点における就職内定率　年度末高校卒業予定者の１２月末時点における就職内
定率は、９５.０％と過去１０年間で最高の水準となっ
た。このうち、県内企業への就職割合（県内留保率）は
８２.３％と３年連続で増加しており、特に女子の留保率
が高くなっている。

　平成２３年は全体的に落ち込んだが、その後木材チッ
プ用や製材用の素材生産量が回復し、平成２５年には震
災前とほぼ同水準となった。震災後の住宅着工の増加
や、バイオマス発電施設稼働等による燃料需要増が寄与
しているものと見られる。

対前年比１．４％の増。２年連続のプラス。

　平成２５年の農業産出額は２,０４９億円と２年連続で
増加した。平成２３年はほぼ全ての品目で減少したが、
本県の特産品である桃、きゅうり等が震災前の水準を取
り戻すなど、着実に回復してきている。

対前年度比２．６％の増。５年連続のプラス。

　　　※出典 ： 県雇用労政課業務資料

対前年比７．４％の増。２年連続のプラス。

　９　乗用車新規登録台数

建築材、木製品
及び燃料等に
用いられる木材

　　　※出典 ： 農林水産省「木材統計調査」

　　　※出典 ： 農林水産省「生産農業所得統計」

　７　農業産出額
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